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もとで明らかになってきた。しかしながら、このような学問的発展は必ずしも世間一般に理解されて
はおらず、現在も性暴力の被害は幾重にもスティグマ化された状況にある。 
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県当局に協力を求め慰安所設置に乗り出した。こうして、沖縄全域にのべ 146 か所以上の慰安所が設
置された［『軍隊は女性を守らない：沖縄の日本軍慰安所と米軍の性暴力』：pp.14-15］。 
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［同前：p.48］。「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」が「沈黙の声」として明らかにするだ









第 2 章 平和資料館における性暴力展示 










の 2 カ所であった。これら 2 カ所の施設については、11 月に聞き取り調査をおこなった。 
 またこれら以外にも、沖縄県立平和祈念資料館（2018 年 9 月 17 日訪問）、那覇市歴史博物館（2018
年 9 月 18 日訪問）、沖縄県立美術館（2018 年 11 月 3 日）へのフィールドワークと、ひめゆり平和祈
念資料館（2018 年 9 月 18 日訪問）、沖縄市戦後文化資料展示室ヒストリート（2018 年 11 月 1 日訪












                                                  
1 なお、WAM では「第 10 回特別展 軍隊は女性を守らない：沖縄の日本軍慰安所と米軍の性暴力」と題し
て、ほぼ同内容のパネル展示を 2012 年 6 月 23 日から 2013 年 6 月 30 日の間おこなった。 
様式６ 















 なお、この「慰安婦」展には、2 週間で 1850 人もの人が訪れたという。那覇市歴史博物館での展
示の後、展示を見た人々からの要望もあり、南風原町立南風原文化センター、沖縄県立八重山平和祈






 南風原文化センターでは、上述の通り 2012 年に「沖縄戦と日本軍「慰安婦」展」の移動展が開催
されたが、それ以外にも慰安所の場所を地図におとしたものを常設で展示している。これは南風原町
における緻密な戦災調査の結果得られたものである。南風原町では 1984 年から 96 年の間に 12 の字
（あざ）全てにおける調査報告書を出版しているが、これらの調査の過程で、慰安所についても数は











4 2018 年 10 月 13 日から 12 月 15 日の日程で開催。那覇市歴史博物館での「慰安婦」展開催中に来訪者か
ら得られた新たな証言のパネルが、今回の愛楽園の展示では追加されている。（2018 年 11 月 2 日、愛楽園
交流会館辻氏への聞き取りによる） 
様式６ 















そのような展示室において、性暴力に関するものとしては、まず第 1 章第 2 節で言及したアメリカ
兵向けの A サインバーの復元模型が挙げられる。カウンター席が再現され、棚には酒類の瓶が並び、













                                                  
















 絵画など芸術による性暴力の表象としては、まず佐喜眞美術館で 2011 年 8 月 10 日から 9 月 26 日
の間おこなわれた「人間の風景 浜口知明の世界展」を挙げることができる。熊本出身の芸術家浜口

























 1999 年夏、沖縄県立平和祈念資料館の新資料館建設に向けて準備されていた展示のうち約 230 カ
                                                  
6 2018 年 11 月 1 日の、沖縄市役所総務課市史編集担当伊佐真一朗氏への聞き取りによる。 
様式６ 







































                                                  
7 2018 年 10 月 26 日の、アンケート調査の回答による。 
8 2018 年 9 月 18 日の、謝花直美氏への聞き取りによる。 
様式６ 
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では詳しく取り上げなかったが、これ以外にも、2015 年 11 月に沖縄県平和祈念資料館で開催された
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 【表 1】は、沖縄において公的な証言として語られた性暴力の種類をまとめたものである。これを
見ると、大きく 3 つの語りが「存在しない」ことが分かる。1 つ目は沖縄県民や朝鮮人男性による性
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10 沖縄出身の日本兵が慰安所を利用したという証言は、管見の限りない。 
11 2018 年 12 月 3 日の、大阪大学文学部北村毅先生への聞き取りによる。 
様式６ 
申請先学部  文学部 採択番号 No.文 8 
高里鈴代 2013「日本軍｢慰安婦｣と今」『女性・戦争・人権』第 12 号（行路社） 






正子・R・サマーズ 2017『沖縄からアメリカ 自由を求めて！：画家 正子・R・サマーズの生涯』
高文研 
正子・ロビンズ・サマーズ絵画展実行委員会 2017『正子・ロビンズ・サマーズ絵画展：記念集』 











 また、アドバイザー教員の北原恵先生、北村毅先生、西村まりなさん（日本学 4 回生）には大変お
世話になりました。ありがとうございました。 
 
